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第34表　休憩室
? ? ?
い 無記入 計「
?? 227
48．5
220
39．　2
96
?」21
561
　勤務先の診療所，指定医院は，ないと答えたのが夫々37．9％，29．2％であ
ってPi従業員の少い企業36．7％　と大体一致する。又休憩室も同様の傾向を示
している様であるQ
9．　勤務先の保養施設
　　第35表　山寮・海浜寮・保養所等
??
?
る　’
山寮灘劉保養司その倒計 な　　い
134
23．9
174
31．0
136
24．4
　8
14
452
80．7
198
37．1
????
65D
37
　勤務先に山寮・海浜寮・保養所等のないところは37．1％で前項の診療所，
指定医院等と同様である。
10．　勤務先での定時健康診断
　　第36表
??
? ?
年・回1・回t・回・回1・回肚な　い
861
992
172
30．7
　6
1．1
　7
1，2
　1
0．2
106
18，9
無記入
101
18．0
????
561
　勤務先で，定時健康診断が行われているところが約63％で，年2回という
のが30％もあることは，よろこぼしいことである。これと大学に於ける定時
健康診断を確実に受けていれば，或程度健康診断の目的は達せられるものと思
う。然し乍ら，ないものが約19％あり，この様なところに勤務している者は，
せめて大学の定時健康診断だけでも必らず受ける様にしたいものである。
11．健康管理の実態のまとめ
　学生自身についてみると，一応自分の健康については関心を持ち，何らか心
掛けているものは多いが，医学的根拠に立って行っているものは極めて少く，
保健知識の不足もあって，今後充分の指導を必要とする様である。
　大学については，先づ最も大切なことは，定時健康診断の受診率が極めて低
いことであり，この面の改善なしには管理も指導も，その発展を望むことは無
理であろう。又就学環境については，漸次改善されつつおるが，まだ不充分で
あり，今後一層の配慮を必要とする。これにともなって学内食堂の充実，休憩
室の設置，レクリエーション施設の設置が強く望まれる。
　勤務先については，大企業よりも小企業に勤務する者が僅かに多く，そのた
め保健面で恵まれた環境にある者よりも，恵まれない環境にある者の方がいく
らか多い様である。恵まれた環境に布る者は，むしろ昼間部の学生よりも良
く又一方恵まれない者は，極めて悪い環境にある。この恵まれない学生のため
の対策を学校として重点的にとりあげることが，早急になすぺき任務であると
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思う。
酊　大学における健康管理の在り方
　今まで夜間学生の実態と，その環境即ち大学及び職場カミどの様であるかをみ
た訳であるが，矢張り，夫々大きな問題を持っていることが判った。ここで学
生個人としてなすべきことは各自の保健知識をたかめ，既にある組織や施設を
充分生かして，健康の維持増進に役立てるという事に要約されると思う。叉職
場については，これは社会全体の問題であって，社会の保健に対する関心をた
かめると共に，何等かの形で政治的措置がのぞまれる。
　ここでとり上げることは，大学がその教育の目的を達するために，学生の健
康の維持増進にどの様な手を打つかということであるQ今まで述べたことから
明らかになった問題点を解決するためには，その組織や施設，そしてどの様な
計画をたて，どの様に実施しなければならないかを考える必要がある。
1．組　　織
　明大の現在の保健に関する機構は，事務的には学生課がこれに当り，定時健
康診断の実施と報告，診療所の管理に当っている。診療所の中では，歯科丈け
が学生課から離れて，特別の形になっている様で，理解に苦しむところである。
学生部の中に保健委員が居り，これは学生部委員が兼ねている。この保健委員
が，大学全体の保健計画をたてることになると思われるが，実際にどの程度の
活動をしているかよくわからない。この保健委員と学生課・教務課・体育課の
職員，それに体育担当教員が加わって定時健康診断委員会が構成されて，定時
健康診断の受診率をたかめるための対策を研究している。大体以上の様な形に
なっている様であるが，先づその中心となる責任者と組織がはっきりしていな
い様で，常時活動する母体がない様に思われる。
　これではとても，充分な健康管理を行い，保健計画をたててそれを押進める
こ之は出来ない。大学の保健全体について研究し，計画をたてるために保健委
員会を設ける必要がある。構成員は学生部委員がこれを兼ねてもよいが，他に
校医と専任の教員を当て，更に事務担当者をこの仕事の専任者として入れなけ
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ればならない。医師である保健理論担当の専任教員をこれにあてることが出来
れば最も都合が良い訳である。
　この委員会の任務は大学全体の保健計画をたてることで，そのための資料は
事務担当者が準備する。委員の中の専任者は，常時事務担当者と共に資料をあ
つめて管理すると共に，学生保健相談の担当者となり，校医叉は診療所の医師
との連絡をはかる。事務担当者は学生課に所属することは差支えないが，他の
仕事を兼ねない様にする必要があり，又現在の様に健康管理と診療所は学生課
の所管で，就学環境は一切管財課という様にはなれてはいけない。保健関係に
ついて一切をまとめて取扱う保健課かs’ｳは課外体育も同時之取扱う保健体育
課という様なものが出来ることが最も都合が良いであろう。
2．休憩室
　学生の希望にもあった様に，休憩室の設置は是非実現して貰いたいものであ
る。勿論，これは保健委員会の指導の下に，専任の事務員が管理する。騒音を
避けることの出来る落着いた雰囲気の部屋で，簡単に休養出来るソファーやベ
ッドが準備されている。これに接して学生健康相談室が設けられて居れば，猶
好都合である。身体計測器械や体温計等が備えてあれば，学生自身の健康管理
上大いに役立つであろう。勿論ここも診療所と連絡をとり，診療を必要とする
ものは，すぐ手配される。この程度のことは単なる理想ではなく，或程度の努
力で実現すること出来るものと思われる。
3．　診療所
　診療所の医師は校医であってほしいσそして必らず保健委員会のメソバーで
あることを必要とする。現在の形では学内に他の医院が開業している様なもの
であって，大学の保健計画にもとついた活動をしてもらうことが出来ない。定
時健康診断も，これ丈けを別に委托する形であるため，大学側の意向が充分医
師に届いておらず，叉検診の結果について，医師として考えることがあっても，
それを実現することが困難な様である。診療所を学内の組織の中に入れ，専任
の医師を置くのでなければ，その機能を充分発揮し，立派な成果を挙げること
は困難であろう。
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4．健康診断
　定時健康診断は学校保健法に基いて行うもので，大学はこれを実施し，文部
省に報告する義務がある。この受診率の悪いことは，単に報告上不体裁という
ことではなく，学校保健上董大な支障を来す原因となるものである。即ち如何
に組織が充実し立派な管理方式が出来ていても，全学生にっいての診断結果が
揃っていなければ，常に一部について見ている丈けで，実情に則した保健計画
をたて，効果的に実行することが出来ないというgとになる。又逆に言えば，
受診結果をただ集計報告するだけで終るならば，受診者にとって何の役にも立
たないということにもなる。学生の受診率の悪い原因の一つに，受けても受け
なくても別にどうということはあるまい，という考があることは否定出来ない
と思う。定時健康診断の受診と学割や受験届，或いは体育実技単位等を関係付
けてその成績をあげ様とすることも一つの方法ではあるが，根本的に，受診す
ることが，自分自身にとって非常に役に卑つことであり，学校が自分の健康を
常時心配してくれることになるのだと考え得る様な管理方式をとらなければ，
如何に受診率をあげても，学校保健の目的から遠く離れたものになってしまう
であろう。健康相談にしても，本人の申出を待つのではなく，定時健康診断の
結果，異常のあった者等については，積極的に連絡し，診療所の医師の応援を
得て，単に注意する丈けでなく，完全に治癒するまで指導を続けるという様に
することが，真の健康管理であり，保健指導である．といえよう。
5．健康相談
　学生部の委員が，学生から色々持込まれる相談の中には，どうしても本人の
健康と切離すことの出来ない問題が多いことと思う。学業の問題に’ ｵても，精
神的な問題にしても，叉経済的な問題でも，健康を無視して解決出来ないもの
が多いと思う。この場合，健康が第1だから身体に充分注意して，という丈け
で健康の面を片附けたのでは真の解決にはならない。その点で，学生相談室に
は，学生の保健を担当する者がいて，専門的に相談を受け，又他の分野につい
ても助言する必要がある。前に述べた学生健康相談室の仕事と重複するなら
ば，それと兼ねても良いであろう。WHOの保健憲章には，健康とは単に病気
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や虚弱でないだけでなく。肉体的にも精神的にもまた社会的にも，全く良好な
状態をいう，と定義しているが，この様な健康に導くことこそ学生相談本来の
目的であり，健康面の指導をゆるがせに出来ない所以でもある゜
6．大学に於ける健康管理の在リ方のまとめ
　学生の健康管理についてだけ考えたいと思ったが，問題の性質上どうしても
保健全体について考えざるを得なかった。要するに学校保健を充実するために
は先づ管理をしっかりすることからスタートしなければ先に進まない訳であ
り，そのため最も大切なことは熱意ある人々が集って活動し易い組織をつくる
ことである。夜間部学生の実態から入ったが，夜間部の学生にとって大切なこ
とは昼間部の学生にとっても大切であり，どこから研究して入っても同じ結果
に到達するものと思う。　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
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